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I はじめに 
昭和49・50年度の 2か年継続事業で新潟県内全域にわたって 「新潟県
民家緊急調査jが行われた。この調査は県内の古い民家の残存状況、民
家の間取りや構造、それらの地域的分布、時代による変遷などの概略を
把握し、国・ 県 ・市町村が保存の対象とする民家を選ぶことを主な目的
としている。この結果、重要文化財として昭和 52年 1月28日付けで若林
家住宅 (村上市)、山口家住宅 (糸魚川市)、佐藤家住宅 (北魚沼郡守門
村)、そして北保家住宅(佐渡郡金井町)が指定された。 また、その後
佐渡関係では昭和56年3月27日付けで菊地家住宅 (畑野町)が県指定文
化財にとりあげられた。
昭和58・59年度には「新潟県近世社寺建築緊急調査」が行われた。 こ
の調査は今まで脚光を浴びていた中世以前の社寺建築ではなく、 日頃私
達が実際目にすることの多い近世(桃山・江戸期)に建てられた社寺建
築を調査対象とし、間取り・構造 ・技法 ・意匠等について個別に評価を
行い、多岐多様にわたる地域的特質 ・年代 ・宗派種別等を分類し、体系 
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化させることを目的とした。その結果、佐渡地域では妙宣寺五重塔(真
野町)が重要文化財に、また県指定文化財に木崎神社本殿(小木町)が
とりあげられた。
最近では平成 4・5年度にわたり「新潟県近代化遺産総合調査」が行
われた。この調査は幕末より昭和20年までの問、日本の近代化を推し進
めた産業・交通・土木・建造物を網羅的にとりあげ、急速な現代化が進
む中での文化遺産の保護・保存を目的としている。佐渡島内においては
相川金山や海運関係を中心としてとりあげられたが、金井町では旧吉井
村役場が調査対象となった。
また、伝統的建造物群保存対策調査としては、昭和54・55年度におい
て小木町「宿根木」が、平成 3・4年度においては「金山の町相)IJの
調査が行われた。その結果、平成 3年 4月30日付けで小木町宿根木が
「伝統的建造物群保存地区Jに選定された。そして佐渡の大きな特徴で
ある能舞台の調査が、新潟県教育委員会により平成 3・4年度に行われ
た。この調査は、佐渡島内に存在する 40棟以上の能舞台について全調査
を行い、その特徴を掘り下げて体系化することを目的としたもので、本
格的な能舞台の調査研究とされている。
以上、佐渡における歴史的建造物(群)の主要な調査研究の事例を掲
げたが、これらの調査報告書はすべて刊行されている。
本稿の目的は重要文化財北傍家住宅について建築として論証を進める
ことにある。そしてこの建物は「民家」に属する。前述のとおり佐渡島内
においては、昭和49・50年度に「新潟県民家緊急調査J(調査者 宮津智
土・山崎完ー)が行われた。但し、調査範囲は佐渡郡 10市町村のうち両
津市、金井町、畑野町、小木町、羽茂町及び赤泊村の 6市町村について
のみ調査を行い、他の 4町村は町村より民家調書の提出がなく、調査を
行っていない。よって本稿はこの「佐渡の民家一新潟県民家緊急調査報
告町Jを基本として内容を進める。 
Eにおいては越後と佐渡の民家比較、佐渡における民家の特徴や体系
化、そしてその中における重要文化財北候家住宅の位置づけを行う。 
Eでは、丈政 8年 (1825)上棟の棟札をもっ県指定文化財の菊地家住
宅(畑野町河内)と、同時期の建築と考えられる立分家住宅(金井町泉)
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について考証を進める。両者共、佐渡の比較的上層に位置する典型的民
家であり、敷地構え・建造物とも当初の姿をよく残しており、北保家住
宅より一時代後の建物として比較・検討を加えるには好例である。 
Nでは北保家住宅そのものをとらえ、敷地・間取り・構造 ・意匠及び
復原考察を中心に、その全体像をとらえる。 
Vでは重要文化財としての北保家のあり方や、それらをとりまく社会
環境を充分ふまえ、今後の歴史的環境の取り扱いについて論証を行うこ
とを目的としている。尚、図面寸法は尺寸を用いた。 
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E 佐渡の民家
この章は、前述の「新潟県民家緊急調査」報告書をもとに佐渡と越後
の民家を対比させ、佐渡の民家の特徴を述べることを目的としている。
1.間取りと部屋の名前
新潟県の民家(農家)の間取りは大別すると 14問(喰違い)取り型J
と「広間型 3間取り」の 2種類に分けられる。前者は県内に広く分布し、
後者は魚沼地域を中心としてとり入れられている方式である。
重要文化財五十嵐家住宅(宝暦  9年 (1759)新潟県東蒲原郡鹿瀬町)
は 14間(喰違い)取り型」であり、重要文化財佐藤家住宅(元文 3
年 (1738)新潟県北魚沼郡守門村)は「広間型 3間取り」に属する。
両者とも主屋の前に「ウマヤ」をとり込んだ前中門を付けた「中門造
りjである。
農家の間取りを構成する基本要素は接客空間である「ザシキ」、居間
としての「チャノマ」、寝室としての「ネマ」、作業空間である「ダイド
コロ J1ニワ」等である。当然のことながら、これらの部屋名は地域に
より、また、時代により様々な呼称で呼ばれている。
中央部表側に広い居間、裏側に寝室を置き、下手側に土間と台所、上
手に座敷を配するのが基本的な方式である。
近藤家住宅 (19世紀中期 新潟県佐渡郡金井町平清水)もこの基本的
な方法によって部屋が構成されている。この家の間取りは 14間(喰違
い)取り型jである。佐渡の民家(農家)はこの形式の間取りをとって
いる。但し海をへだてた越後に広く分布する「中門造り jは佐渡には見
当たらない。
間取りの大きな特徴は座敷部分で、「ツギノマJ1ゲンカンjなどと称
される小部屋が「ザシキjの前面、居間(オイエ)に接した表側にあっ
て、「ザ、シキjへの特別な入口として設けられ、全面には上り段を設け
ていることである。
佐渡島には越後とはやや異なる形式の民家が分布し、しかも全島がー
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つの系譜の民家として把握できるため、「佐渡型」民家として称されて
いる。
「居間と寝間J i座敷J i土間と台所jで構成される佐渡民家の基本的
方式の中で最も変化があり特徴のあるものは上手の座敷部であり、その
部屋数と種類を整理し分類することにより、佐渡 I型から N型までの 4
種類に分けることができる。
-佐渡 I型
座敷部分が 3室からなり、表側に小部屋 2室、奥に l室配するも 
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のである 0
・佐渡 E型

座敷部分が 4室からなり、奥の 2室が「ザシキ」の他に「ブツマJ

もしくは「入則(いりかわ)Jをもつものである。「フ守ツマ」は「ザシ

キJの下手、「入則Jは上手にある。「入則Jの場合は「佐渡 E。型J

とする。

-佐渡田型

座敷部分は 4室構成であるが、表と裏側の境に、桁行に細長い部屋

(ヤリノマ)をもっ間取り。入側の付いたものを「佐渡回。型」とする 0

.佐渡町型
 
E型と同様に「ヤリノマ」をもち、しかも「ブツマJ I入側」の両

方をもっタイプ。入側をもつので「佐渡町。型Jとする。

間取りの分類によってその時代差をとらえるとすれば、建設当時の富

裕度・格の差、または地域差により一概には述べられないが、間取りが
複雑な家ほど新しくなると考えられる。
部屋の名前
・下手の土間部分
「ニワ jまたは床の状況から「ドマ」と称する場合がある。この部

分の後ろ半分に床を設ける場合が多いが、この部分は「ダイドコロ」

または「イタノマjと呼ばれている。

-中央の広い部屋
「オマエJまたは「オイエJ Iオエ」である。「オマエ」と称する地
域が多く、「オイエ」と呼ぶのは金井町や畑野町北半分の地域にみら
れるが、詳細は不明で、ある。
-中央部背後の部屋
「ナンドjが大多数をしめるが、一部に「ネマ」と呼ぶ例がある。
「オマエ(オイエ)J と「コザシキjの間の間口 1聞の部分

「ニジョウノマJ 2畳敷きであることから呼ばれている。

「ゲンカン」 この部分が座敷への入口にあたることからの呼称。

「ナカノマj この部屋が中間に位置しているため。

「シモザシキJIツギノマJ Iザシキ」に対しての前室の意味。
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-上手表の部屋
「コザシキjと称するものが大部分であるが、一部に「ヘヤJrネ
ドコJ rオク」とも呼ばれている。
-上手裏の部屋
「ザシキjと呼称。「トコJ rタナJ rショインj等が付く。
「コザシキ」と「ザシキjの中間の細長い部屋
「ヤリノマ」と呼称され、左右 2室に分ける場合もある 0
.入側部分

「エンJ rザシキJ rショイン」と呼ばれている。
 
2.構造
民家の構造は屋根を直接支える「小屋組み」と、この小屋組みを支え
内部空間を構成する「軸部」によって成立している。
-小屋組み
茅葺きの場合、その小屋組みはサス(合掌)組みである。
重要文化財の山口家住宅(安永 8年 (1779)新潟県糸魚川市)の断
面では、上屋梁の上部にサス組みをして三角型の屋根をつくっている。
ところが、県指定文化財の菊地家住宅(文政8年 (1825)新潟県佐渡
郡畑野町)では単に 2本のサスを組むだけでなく、上屋梁の上に棟束
を立て棟木を支えそれにサスをかける。棟束は数本の貫を通して固め
る。それも上屋梁が3間以上になると、棟束の途中より両側に梁を出
し、束で支えて母屋をわたす。貫は棟方向のみでなく両側の束をも固
める。
このように小屋組みがサスだけでなく、棟束や小屋束を立て、貫で
固め和小屋のように組まれているのは、佐渡の民家の大きな特徴であ
る。
-軸部
軸部は柱・梁・差鴨居・桁・足固めなどの部材で構成されている。
そしてサスを支える上屋(じようや)部分と、その回りをとりかこ
んでいる下屋(げや)部分とからなる。
上屋柱は下屋柱より長さがあり、各々根元は足固め貫で固め、上部
を梁・桁でつなぐ。オマエ(オイエ)または「ダイドコロJ rニワ」
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回りでは、その中聞を差鴨居で固めて水平力に対応している。
梁は桁行・梁間とも l間間隔に渡され格子状になるが、主な部屋境
では梁が二重に架け渡されている。
上屋柱と下屋柱は短いつなぎ梁で連結している。
棟束
サス(奴首)
「 
→軸部
」
、上屋柱
土屋 
8.8 9.2 
図5 菊地家住宅断面図 
~ 凶
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3.各部分の機能とデザイン
.ニワ部分 
土間仕上げで、多くは外側より半間入ったところに出入口(大戸口)
が付く。その脇に小便所を設けている。
ニワには「カマドjがある。奥半分は板を敷き「ダイドコロ」と称
され、イロリが切られている場合が多い。天井がなく太い丸太梁の組
み合わせを見せ、豪快な空間としている。
・オマエ(オイエ)
2間空 3間四方ほどの大きさで、中央部にイロリを設ける。表の半
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開通りを縁と して土間寄りに 「キジリ(薪入れ )Jを設けている。他
の三方はほぼ l間毎に柱を立てる。
新しい家ではニワ側に「大黒柱jを立て、 その相対面(ザシキ側)
に「メダイコク柱(またはショウコク柱)Jを立てる。
この部屋は中心に「イロリ」を設計、太い柱と梁組みを見せ、また
差鴨居を用い、「ザシキ」 とは異なった重厚な空間である。
表側は障子建て、他の三方は板戸などを用いる。裏側にあるナンド
境の柱に中敷居の痕跡が多くの家に残り、越後の民家とは異なった形
式である。
-ナンド
奥行が 1聞の狭い部屋で、オマエ(オイエ)境以外の三方は壁で、
寝間として使用されていた。その多くには、 天井が付かない。
・コザシキ
座敷の表側に位置し、表側に格子窓を付ける。比較的閉鎖的な部屋
で、寝室として使われていたと思われる。一部の家では妻側に床の間
を設け、内向の座敷として取り扱っている場合もある。 
-ザシキ
床の間・棚などの座敷構えをもち、長押・竿縁天井を設け、妻側に
入側縁を付けるのが正式な形式である。但し、古い家や小規模な家で
はここまで、整っていない。床の間の幅を広くとり 、かつ奥行が浅く 、
外壁との狭い空間を 「ジジカクシ」と称している例が多い。また、入
側縁との聞の敷居をとりはずし l室としてザシキを使用し、その上部
には大きな「ランマ」を設けている。
隣接の「ブツマjも「ザシキ」と同じ仕様で、杉面皮付きの柱 ・長
押・鴨居 ・竿縁天井と し、 その上に 「拭きうるし」で仕上げ、独特な
空間をつくっている。 
-タ悼見
大部分が茅葺き ・寄棟造り 、外壁は土塗り壁とし、開口部には板
戸 ・障子戸を用いる。軒は上屋柱より外側へのびたつなぎ梁を腕木と
して外へ出し、軒を支える「セガイ造り jである。
庇の多くは桟瓦葺きであるが、当初は板葺きまたは杉皮葺き と思わ
れるが、全体像は比較的簡素なデザインである。 
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佐渡の民家は大きく分類すれば越後の民家と通じる点もあるが、越
後に広く分布する「中門造り」 はない。 iザシキ」 前の「ゲンカン」
「コザシキ」は佐渡独特な間取りである。 また、小屋組みには、サス
組みでありながら、小屋・棟束を立てる。そして「オマエ (オイエ )J
と「ナンド」境の納戸構え (中敷居)は古い民家の形式でありながら
も、家によっては明治期の建設でも散見される。
数寄屋風の繊細な「ザシキjまた、「オマエ (オイエ )Jはアテピ
(アスナロ)材を柱に、ケヤキを差鴨居に使用し、それに「拭き うる
しjで仕上げ、太い梁組みを見せて座敷の空間とは異なった意匠を表
現している。そしてそれに続く 「ニワj部分の構成材の力強さ、簡素
な中にも全体の中で様々な表現をとり、 佐渡独特の要素を含んでいる。
また、特に国仲
くになか
地域における屋敷林の存在は重要である。佐渡の歴
史を反映した見事な結果であり、今後保護育成を図り たい貴重な歴史
的環境である。
佐渡の民家は質の高さがうかがえ、かっ越後の民家とは異なる部屋
の呼称や細部があり、両地域は文化的に異なっていることをうかがわ
せている。
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国 菊地家住宅と立分家住宅
本稿は重要文化財北保家住宅の紹介を主としているが、この北候家住
宅には佐渡島内において最も古い時代に建てられた現存する民家として
の位置づけがある。
これよりも一時代または数十年新しい民家を紹介する理由は、後世の
建築ほど改造が少なく、建てられた当時の姿をよく残していること、ま
た、手法(っくり)として上質なものであるという点である。特にこの 
2家を選んだのは、主屋だけでなくその他の付属建物も屋敷構え全体と
してよく保存され、佐渡の典型的な姿がうかがえるからである。これら
を一つの指標として、構造・間取り・材料・手法等を比較・検討し、そ
の他の建物の評価をしやすくする点が狙いである。
1.菊地家住宅(新潟県指定文化財) 佐渡郡畑野町大字河内
江戸時代には代々庄屋を務めたと伝えられている家である。佐渡前浜
海岸にほど近い山ふところに敷地がある。敷地内には、ほぼ南面した
「主屋jを中心に西側に「納屋」、南西前方に「倉J I便所」がある。ま
た、主屋の前方と主屋と納屋の聞に池が 2か所ある。主屋東側は水田、
背後には山がせまっている。
主屋は寄棟造り・平入・茅茸きである。西側の瓦庇 1開通りは後世の
増築で、主屋本体は桁行10間・梁間 5間である。両妻の屋根面の中央に
小さな「煙出しjが付いている。
間取りは 3間四方の「オイエjを中心として、西側を下手として表側
に「ニワ(土間)J、その奥に板敷きの「ダイドコロ」を配する。上手は
座敷を配し、その表には「ツギノマ」と「コザシキJ、その奥には「ザ
シキ」、その上手に「入側jがある。また「オイエjの背後には「ナン
ド」を配している。
間取りの分類としては「佐渡 E。型 Jである。
構造は上屋部分の回周に下屋を回し明快で、ある。柱は 1閉または 1間
半間隔に立て、「オイエJ Iニワ j回りを中心に差鴨居によって固めてい
る。
梁は桁行・梁間共規則正しく 1間間隔に配し、オイエとニワ・ダイド 
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図7 菊地家住宅配置図 
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図9 菊地家住宅復原平面図 
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コロ境、オイエとザシキ境では梁を二重にして桁行の梁を挟んでいる。
小屋組みは中央棟通りに棟束を立て、ここから l間隔てた両側にも束
を立て、これをつなぎ梁と貫で囲め、棟束・小屋東の上に棟木と母屋を
のせサス組みとしている。「オイエ」は 3間四方でほぼ中央に 「イロリ」
を設ける。
床は畳敷き、竿縁天井は後世設けられたものである。
西側中央 (ニワ側〉に「ダイ コク柱 J、東側中央 (座敷側)に 「メダ
イコク柱jを立て、北側の 「ナン ド J境には 1間ごとに柱を立てる。南
側には「ニワ」より I聞の位置に柱を立て、各柱聞は差鴨居で固めてい
る。
「ナンド」境の中央聞の柱には中敷居の痕跡があり、東脇の聞には戸
棚の痕跡が残る。南西は西聞が物入れ、東寄は濡れ縁 ・雨戸付きである。
「ナンド jは柱筋ごとに仕切りが入札  3室に分けられる。
座敷部の「ツギノマjは 3畳敷きで、前面には半開通りの縁がある。
但し当初は式台であったことの痕跡が残る。「コザシキjは 6畳敷きで
東側に「トコノマjと押入れを設け、南側 l聞のみ窓としている。
「ザシキ」は 2間半四方、北側に西より「ブツダン J Iトコノマ J Iタ
ナ」と並び、東側では半開通りの 「入側縁Jがある。現在は敷居を取り
外し入側縁とも畳を敷き 15畳としている。この東側に更に縁を設け雨戸
を付ける。
座敷の意匠は面皮柱・長押を用い、拭きうるしを施し、質の高さをう
かがわせている。
「ニワJ部分は後世に付加された庇部分を除くと、間口 3間半 ・奥行
き2問、天井は根太天井、床は土間である。「ニワ」南面に半開通りの
下屋があり、「大戸口 jと「小便所jを設ける。「ニワjの奥に「ダイ ド
コロ」を置く 。その境は差鴨居で固め、中央聞には 「タナ」が付く。
「イロリ Jを設け後背部に張り出しの 「タナJ2聞を設ける。
この家には棟札が残り、文政 8年(1825)の上棟。「家造大工 嘗邑
坂野禰五兵衛jと記されている。この建物は建築年代が明らかであり、
当初の姿をよく保ち、またケヤキ ・アテピ材を多量に使用し格式の高さ
がうかがえる。幕末期の佐渡の上層民家の典型的な例として、 一つの基
準となる家として位置づけられる。 
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2.立分家住宅 佐渡郡金井町大字泉
この家は金北山の麓の比較的なだらかな丘陵地に建てられる。敷地は
南東面を正面とし、主屋はその最奥部にある。主屋の南西部には、奥よ
り前へ土蔵・納屋・便所とー列に並ぶ。納屋の小屋組みはトラス構造で
ある。また、その一角は牛小屋として現在も使用されている。
主屋の南東面には「マエニワ j、その前に土蔵及び井戸が配されてい
る。井戸の南東側にも「ニワ」がある。そして主屋の北東側、つまり座
敷よりの眺めとして本格的な庭園が設けられている。
敷地への主出入口は東隅に設けられているが、その脇には「ハザギj
が配されている。敷地周囲には佐渡国仲地域特有のうっそうとした屋敷
林が回り、外部よりの眺望では敷地内の様子はうかがい難いものがある。
主屋は寄棟造り・平入・茅葺きである。主屋南西側幅 7尺 5すと庇と
背面半間幅は明らかに後世の増築である。しかし主屋東北側の半聞は部
材は新しいが、当初は入側部分のみ庇があった可能性がある。よって茅
葺きの部分は桁行 7間半・梁間 4間強である。
間取りは間口 2間半・奥行 2間 I尺の「オマエJを中心とし、南西部
を下手として「ダイドコロ j、北東部を座敷部としている。下手は前面
に「ニワ J、その奥に「ダイドコロ」、上手には前面に「ツギノマ」と
「コザシキ」、その奥に「ザシキ」、その上手に「入側」がある。「オマエ」
の背後には 1室の「ナンド」がある。
間取りの分類は菊地家と同じ「佐渡 E。型」である。
構造は上屋の周囲に下屋を回している。
「オマエJIニワ JIダイドコロ」回りを中心に差鴨居によって固めて
いる。
「オマエjは板敷き。北側隅部に 4畳半の畳床を置く。
天井は新しく梁組みの下に張る。
「オマエJ東南面に「ゲンカン」を構え、その境に丸太梁をのせ、中
間に柱を立てない構造である。
西南側中央部(ダイドコロ側)には「ダイコク柱J、その相対面(座
敷側)に「ショウコク柱Jを立て、北西側には座敷側より l間半の所に
柱 l本を立てる。中敷居としての痕跡はなく、当初より「ナンド」境は
板戸であったと考えられる。
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「ナンドjの現在の間仕切りは新しく、当初は 1室の構えである。
座敷部の「ツギノマ」は現在畳が敷きつめられているが、「ホンザシ
キJ境より 7尺の所に柱を立て、そこに 2本溝のついた差鴨居が残るこ
とにより、当初は板の間で、差鴨居の下に建具、その外は式台であった
と思われる。
「コザシキ」は間口 1間半・奥行10尺の部屋である。北東側の半聞は
後世新しくされている。幅  l聞の細長い部屋であったと思われる。
「ホンザシキjは2間四方、 8畳の間である。
北側に半開通り、ナンド側に仏壇、庭園側に床の聞を置く。「ホンザ
シキ」上手に半聞の入側が付き、その外側に縁側を付ける。入側の奥に
は「タナjが付く。
「ホシザシキ」と「入側」境には上部 2本溝の鴨居があり、その上に
欄間を設けているが、下部は敷居を取り外し畳を敷きつめて「ホンザシ
キJと一体化して使われている。
「入側jと「縁側J境の柱の外側に風化跡があり、 当初は「土庇jが
回っていたと思われる。
「ニワ」部分は当初間口 2間半・奥行10尺、現在は畳を敷いているが
元は土間であった。
その奥に板敷きの「ダイドコロjがあり、ほぼ中央に「イロリ jがあ
る。「ダイドコロ Jの大きさは 2間四方、背面の 2聞の柱は差鴨居で固
め、当初は開口部であったことを示し、「タナ」が付いていた可能性が 
図
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図12 立分家住宅
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ある。
「ダイドコロJ I土間J Iツギノマ」にかなりの改造の手が加えられて
いるが、当初の構えは残っている。
座敷部は面皮付きの柱や鴨居を用いているが、長押は付いていない。
「オマエj共々拭きうるしを施し、 細い木柄もあって洗練した意匠を保
っている。
建設年代は明確ではないが、 「オマエJと「ナンド」境に柱が 1間ご
とに立たないことや、その柱に中敷居の構えがないこと、また「ツギノ
マ」の間口が広く「コザシキjの幅が狭く、同様な事例が近くにあ り、
それらをふまえる と 19世紀中期頃の作と思われる。
立分家の屋敷構えは主屋の他に、建築年代は異なるものの各建物がよ
く残っている。また、屋敷林や「ハザギ」もあり、佐渡における上層農
家として、菊地家住宅と共に佐渡の民家を考えるうえでの重要な指針と
なるべきものである。
図13 菊地家住宅 
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図14 立分家住宅主屋の道
図15 立分家住宅主屋正面  
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図16 立分家住宅座敷
図17 立分家住宅 オイエ 
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図18 立分家住宅蔵
図19 立分家住宅納屋  
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図20 立分家住宅井戸  
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N 重要文化財北候家住宅 佐渡郡金井町大字泉
北保家は『金井町史』によると元禄8年 (1695)以降に現金井町に移
住し、地主になったとされている。したがって現在の建物はそれ以降の
ものである。
所在地は金北山のすそ野、なだらかな正陵地にある。
敷地は広く、ほぼ正方形で面積は約 2ヘクタールである。
敷地北側と東側に道路がある。
長屋門は東側の道路に接している。かなり規模の大きい門で、寄棟造
り・茅葺き、中央に道路がある。
主屋は敷地北側中央部に南面して建ち、その両側には土蔵が南北方向
にのびている。この土蔵の東南方向に便所が独立して建つ。
主屋の前面には庭をへだてて畑があり、そのまた南側には池がある。
主屋は寄棟造り・茅葺き、南前面に瓦葺きの庇を付ける。
「オイエJを中心として西側を下手として「ダイドコロ」、東側を上
手として「ザシキ」を配する。
「オイエ」の北側に「ナンド」、南側は玄関である。
座敷部は整形4間取りで、北西部の最も上質な部屋に仏壇・床の間を
構えている。
下手屋部分は、南側に「ニワJ、北側に「ダイドコロ」を置き、「ニワ」
の南側半間通りには「大戸口」と「小便所」がある。
規模は現在桁行10間・梁間 5間半、間取りは「佐渡H。型Jである。
構造は上屋の四周に下屋を回す形式を取り、「ダイドコロJ Iニワ」部
分ではかなり複雑な曲梁を組んで、いる。主要な柱は 1問、または 2間間
隔に立て、「オイエjの周囲は差鴨居で固めている。
小屋梁は桁行・梁間ともにほぼ l間間隔に配し、部屋境・土間上部な
どでは二重に架け渡している。
上屋梁は4間であるが、後部で 2尺の下屋をとり込み、上屋柱を立て
ずに下屋柱で差鴨居を受け、その上に束を立てて上屋梁を支えている。
建築年代が古いだけに後世の改造が多くある。前面の半開通りと西側
92 
面の 1開通りの庇は、後補である。また、背面側回りも後補材が多く見
られ、側回りの当初の形状は不明の点が多い。
復原をした規模は桁行 9間・梁間 4間半である。
上手の座敷部は 4室からな り、 南側に「ナカノマ J Iコザシキj、北側
に「ザシキJ I入側ザシキ jがある。
「ナカノマ Jとその奥の 「ザシキ」は共に 8畳敷きで続き部屋となり、
「ザシキ jの東側には「入側ザシキ」があり、 その先に半間幅の 「エン 
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図21 重要文化財北保家住宅配置図 
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ガワjが付く。しかし「コザシキ jと「入側ザシキjの聞は柱に貫穴や
小舞穴の跡が残り、当初は壁であった。
「ナカノマ」には長押が回り、南面には窓が設けられている。これに
対し「ザシキ」には仏壇と床の間を構えるが長押はなく、床柱は杉の面
皮柱を用い、数寄屋風である。「コザシキ」は比較的閉鎖的な部屋で、
「ナカノマ」境中央にも柱が立つ。この部屋は他の 3室とはやや異なっ
た性格があり、居室としての意味があるらしい。
中央部表側の「オイエ」は間口 3間・奥行 2間半の広い部屋で、後ろ
半分には天井が張つである。
南側通りは柱を東寄りに 1本立て、柱聞を 2間と 1聞に割っている。
現状では 「オイエ」の南面は玄関であるが、当初も出入口があったかも
知れない。
周囲は全部建具が設けられているが、「ナンドj境の柱には中敷居の
跡が残っている。 「オイエJ北側にある 「ナンド jは間口 2間・奥行 l
間半余りで、 「オイエ J境のみ建具が入り、 他の三方は壁である。
下手の土間部分は間口 2間半・奥行 4間余、南側は後世の改造を受け、
大戸口の位置や形式は不明で、ある。奥部「ダイコク柱」より北側は「ダ
イドコロjとして板敷きの床であったと思われる。建設年代は、菊地
家 ・立分家のように「オダイコク J Iメダイコク jといった柱について
あまり意識されていないこと、またケヤキ材でなく雑木の柱が多用され
ていること、また柱面の大きさや風化の具合等を考えると、 18世紀後
半の頃と思われる。 
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図26 雪の北保家住宅
図27 北僚家住宅主屋  
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図28 北僚家土蔵
図29 北僚家住宅 オイエの柱と梁 
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図30 北僚家住宅 オイヱの梁組
図31 北候家住宅座敷  
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図32 北僚家住宅台所
図33 北僚家住宅台所梁組 
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V 佐渡の民家と今後の課題
最初に述べた通り、これまでの佐渡における歴史的建造物は文化庁 ・
県・市町村教育委員会を調査主体と した、いわゆる「文化財 jとしての
評価をするための調査であった。特に「民家 J I近世社寺建築J I近代化
遺産Jの調査は、滅びゆく歴史的建造物に対して緊急性をおびていたも
のである。
そして 「民家 Jと「社寺 jは近世 (江戸時代)、 「近代化遺産Jは幕末
より昭和初期として時代を限定している。いずれ 「近代和風建築jの調
査も行われることと思う。
筆者は既に行われた 3調査にはすべて参加した。その中で感じられた
点は、建物の種類と時代を設定した調査であっても、その範囲にある物
件を全部調査した訳ではなく、その基礎資料の出方によっては地域的な
へだたりや偏りを否定できない要素を含んでいる。
実際に「オマエ」と「オイエ」の呼び方の範囲は、調査した範囲の中
での判断でしかない。そしてこれらの調査の中で学術的に高い評価を得
たごく少数の建物が、国及び県 ・市町村の文化財として評価をされたに
すぎない。
つまり残された大部分の建物については、具体的に何の手も差しのべ
られていないのが現状である。
昨今、環境問題をよく耳にする。環境といえば、すぐに 「自然Jを頭
の中に描くが、「歴史的環境」も私達が生活を送る上で重要な要素であ
る。 自然も歴史も長い時間の中で、の積み重ねの結果出来上がったもので
あり、それに接する私達に深い安定感を与えてくれるものである。
また、日本社会全体が戦後 50年を経て、社会基盤の整備がかなり充実
し、物質的な豊かさよりも精神的な豊かさをより多く求める時代にもな
った。そしてその結果、私達が住む郷土の誇りとしての歴史の研究も盛
んに行われ、その掘り起こしが行われている。この環境として、また地
域の誇りとしての歴史の掘り起こしは、 当然の事ながら、歴史的建造物
や構築物にも目が向けられてくる。
ところが、今までの調査では全体をとらえるため、また、緊急性をお
びているために各々の地域に対してきめ細かい配慮はうすいと言わざる
100 
を得ない。
このような社会状況にあって、今後の歴史的建造物 ・構築物の調査も、
その内容と規模について大きく変わらざるをえないと思われる。環境や
地域の掘り起こしとして歴史をとらえるならば、昭和20年までを歴史の
範囲としてとらえ、それ以前につくられた建造物や構築物を、種別を問
わずに全部調査しなければならないであろう。このような建造物や構築
物は、そこに住んで、いる地域の人々にとっては何の変哲もない風景とし
て受け止められやすいが、それこそ地域の先人達が知恵を出し合ってっ
くりあげた成果であり、その地域の特質を含んでいるものである。それ
を正しく理解することにより、 歴史と未来の均衡の取れた「まちづく り j
が可能になると考えられる。
それは文化庁で唱えはじめられた 「地域文化財」としての考え方と共
通するもので、保護・保存・活用したい意志のある歴史的な建造物や構
築物は、すべて「地域文化財jとして指定することを基本としている。
しかし、保護・保存 ・活用の方法は既存の文化財建造物のそれとは異な
り、地域の実情にあったものになると考えられている。
このような「歴史的建造物調査」は、県外では小樽市 ・松本市で行わ
れている。県内では既に調査を終わっている所が 1か所、これから行う
意向のある市町村が数か所ある。そしてその調査は文化財保護のみでは
なしたとえば市町村史編さん、都市・ 農村の景観や環境の育成、都市
計画の策定 (地区 ・道路 ・防災)、住宅政策、 学校教育、生涯教育、観
光事業等の基礎資料として活用されることであろう。この調査を行うに
際し、膨大な時間とエネルギーを必要とすると予想されるが、佐渡地区
においても是非実現させたい調査である。
今回は北候家・菊地家 ・立分家を個別に対象としたが、周知の通り北
保家住宅は国指定、菊地家住宅は県指定の文化財である。但し両者とも
指定対象は主屋のみで、その他の付属屋や敷地は指定の対象外である。
そもそも、農家が屋敷として成立するのは、 主屋の他に土蔵 ・納屋 ・
外便所・井戸といった付属施設、また庭や、特に佐渡国仲地域の場合は
屋敷林までが付いて、屋敷構えが出来あがっている。
今後敷地を含め、また必要とあれば背面にある裏山をも含めた全体と
しての保存 ・活用を図ることが重要と思える。 
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立分家については、文化財指定にはされていないものの、その質はか
なり高く、現代建築として同程度のものをつくるとすれば、技術や材料
の確保に非常な困難を伴うことが予想される。上質な座敷、豪快な梁組
みをみせる「ニワ」、そして重厚な「オイエ」等、私達がはるか昔に忘
れた空間が現在でもよく残り、見る者を圧倒させている。
歴史的建造物を私達の社会環境の向上のよい素材としてとらえること
により、昔の建物のよさを生かし現代の生活に合致する諸設備の性能を
高め、子々孫々まで貴重な文化遺産を残せるのではないかと考える。
戦後50年、私達をとりまく社会環境は、そのようなところまで進んで
きたとして位置づけ、本稿を終わる。
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